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ニー 0S2甲(WIC岱0+W2COS0)-si南 (vISinO+V2COS0) (3･21)
(3.20)から





















表 1 電子相関により生ずる新しい状態㈲ 及び相関エネルギー
l△ l ♂ 甲 ECOfr phase
1 ≒0 0 0 Wl+W3 CDW .
2 0 冗/2 VT-V3 ASCW
3 7T -Wl+W3 C
4 7r 7r/2 -V,-V3 ASDW















5.ASW (AxialSpinWave) 0≠0,7T, Tl=q/2
すべての言が平行又は反平行
6･TSCW (TorsionalSpinCurentWave) 0=0, rl=q/2
言の方向に制限はない.
7.TSDW (TorsionalSpinDensityWave) 0=7T, 7=q/2
言の方向に制限はない｡


















































































Caba Oo 01 02 03
㌔ αo α1 ♂2 α3
01 01 Oo i¢3 -iO2
ち ち -iO3 Oo iO1
00a ㌔ 01 α2 α3
Oo ㌔ Jl α2 ♂3
♂1 α1 αo iα3 -iO2
α2 02 -iO3 Oo iα1
α3 ㌔ i?2 -iO1 αo
Oo α1 Oo iO3 -i?2
α1 0 Jl α2 ㌔
♂2 -iO3 02 -α1 -iOo
00a ㌔ α1 02 ㌔
Oo ㌔ α1 ♂2 ♂3
01 ㌔ 00 iO3 -iO2
α2 ㌔ -iO3 Oo iα1
α3 ㌔ iO2 -iO1 Oo
♂o ㌔ ♂1 02 α3
01 ㌔ αo iO3 -iO2
02 ㌔ iα3 -αo-iO1
03 ㌔ -iJ2 iOt - Oo
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下ー 卑 ♂o 01 02 α3
Oo 02 -iO3 Oo iけ1
01 iα3 一% ♂1 iOo
㌔ ♂o 01 02 ㌔
03 -iO1-i% α3 -♂2
Oo ㌔ iO2 -iO1 Oo
01 -iO2 一㌔ -iOoJl
02 iO1 iOo -03 ㌔
00a αo 01 02 α3
㌔ ㌔ ㌔ 02 03
01 01 -Oo -iα3 i02
㌔ ㌔ 一i?3 αo iO1
㌔ 03 -i¢2 iO1 -αo
㌔ Jo ♂1 02 03
01 α1 -Oo-iO3 iα2
ち ㌔ i?3 -Oo -iOl
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･Xo)2-4囚 2+(2Vkl;kl-Vkl;.k,什 宝 (2Vk-;n.-Vk-;ln,質
'-:nvkn ;ln古 ([△112･I△212･ [△312)
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§5 議 論
これまで述べてきたことの要点をまとめて議論に代えよう｡
1. 一般化されたHF理論の,一般化という意味はHFl体ポテンシャルに何を含め
るかということにある｡ BCS理論ではCooper対の寄与を含めたわけであるが,ここで
は粒子-空孔対の寄与を含めたことになる｡
2. その結果, 1体のGreen関数に非対角要素を生じた｡これはBCS理論でも同様で
あった｡特に(2.29)で見られる通り,相関の効果はGreen関数のスピン空間における回
転という形で示された｡
3.基底状態の電子エネルギーは次のような因子から組立てられる｡ RHF理論の1
体関数を基底にとったとして,それらからつくられる相互作用項及び2つのGreen関数の
積である｡特に後者の構造が重要である｡それぞれのGreen関数を記述するパラメータ
ーに,スピン空間における回転軸言と回転角で,ならびに相関に与える項から生ずる位
相因子βがある｡ これらの組合せによって種々の新しい状態が生ずる｡ これがHF状態
の不安定性とよばれることの内容である｡
4.励起エネルギーの計算は常法に従った｡然しGreen関数がスピン行列をつかって
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表現されたことから,スピン行列についての演算が利用された｡この技巧はこの分野で
ははじめての例であろう｡結果は従来のRPA近似のものとかなり異なり,むしろ通常
のRHF法の結果を第-近似では再現している｡ ただしより高い近似で三重項状態の縮
退が電子相関のため解ける可能性を与えた｡これは,電子ノ､ミルトニアンの固有値がス
ピンのZ成分によらない,ということから,一種の揺動か或はこの段階の近似のためと
考えている｡
5. ここで展開した理論ij:3Heのための一般化されたBCS理論6)に似た形をしてい
ることを指摘しておく｡
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